
● 本当の自然科学の研究というものは答
えのない課題に挑戦していくことで、そ
の基礎となるものとして理科の学びがあ
ります。答えを暗記するのではなく実験
のプロセスを自分でじっくり考えていく
ことの楽しさ、謎を解くおもしろさを大
事にしてほしい。将来、先生になったと
きに、子どもたちにそういう姿勢を発信

してほしい。次世代を育てるためにも、
ぜひ獲得してほしい。　
自然事象に対する子どもたちの驚きや、

素朴な疑問にしっかり寄り添って、疑問
を一緒に解き明かしていく姿勢を身につ
けてほしい。教材研究や指導技術ばかり
ではなく、マインド（心）の部分もこの
授業で大切にしていることです。

● 古村研究室では、毎回全員の個人発表
の時間が設けられています。また、授業
時間内で終わることよりも、議論を十分
に行うことが重要なのです。私は、そん
な学生の自発的な参加が求められる方針
に惹かれて、この研究室を選びました。
古村先生の指導の中で、「日常生活から地
域を見ることの大切さ」を学ぶことがで
きます。私は研究をしている山形県高畠
町で、世間話などから住んでいる人の共
通意識を探る楽しさに、調査のやりがい
を感じました。今後は引き続き、より生
活から地域性を見られるように長期フィ
ールドワークを行う予定です。

教育学部
初等理科教育法
教育学部
初等理科教育法

● 2年生のとき、古村先生の授業で「常
識を疑う」ということを学びました。そ
れは私にとって新たな発見で、この批判
的な視点を深く学びたいと思い、古村研
究室への所属を決めたのです。
昨年、大学を１年間休学し、宮崎県に

ある西米良村で生活をしながら調査をし
てきました。文献からだけではなく、実
際に現地に行くからこそ得られる「生の
声」の大切さを知りました。研究テーマ
である「神楽」は、舞い手のほかに、さ
まざまな立場の人の支えがあってこそ成
り立つものだと、長期で生活してきたか
らこそわかったのです。ここでの経験を
糧に、これからも突き進んでいきたいと
思っています。

● 古村先生の人柄に惹かれてこの研究室を選びました。
先生の授業は、国際学部の中で一番と言っていいほど、課
題が多いです。真剣に取り組めば取り組むほど、先生も徹
底して指導をしてくださります。この研究室で学べば、
「大学で勉強をした」という自信が持てると思いました。
現在、岐阜県奥飛騨温泉郷の福地温泉において地域調査

をしています。温泉宿で働きながらの調査で、大学生活で
は関われない幅広い年代層の人たちと出会い、様ざまな人
の思いを知りました。地域で学んだことを将来の仕事にも
生かしていきたいと思っています。

小学校理科で、児童は何をどのように学習するので
しょうか？この問いに答えるために、本授業では、理
科の学習内容と指導方法に関する基礎的な理解をめざ
し、理論（児童の発達特性、自然認識など）と実践
（教材研究、観察・実験における指導のポイントなど）
の両面から学習を進めます。教育学部の必修科目のひ
とつで、全専攻学生が受講します。

● 授業概要

● 教員から

国際社会学科４年　
トゥーノ・アカネツカヤ

(東野　朱音）

国際社会学科４年　
ナム・サホ（島津　爽穂）

● 私のゼミでは、学生たちに最低でも１ヶ月のフィールドワークを行
なうことを義務づけています。なぜなら、フィールドワークによって
次の２つの能力を身につけてほしいからです。
１つは、学生がそれぞれの調査場所で、様々な人と出会うことで得

られる「社会人力」。学生は、学生同士での関わりは持っているものの、
社会との接点は限られています。普段の生活を離れ、地域で生活をし
て多くの人と話をすることによって、社会経験ができると思うのです。
もう１つは、地域を見るための「批判精神」。現場で起きている現象

の表面的な部分だけを捉えるのではなく、事実の先にあるものに目を
向けるためには批判的な視点が求められます。地域を見るための批判
は、どこにでも当てはまる批判ではありません。地域によって異なる
ため、「場所」という出発点を大切にするよう指導しています。
これらの能力を身につけることで学生は人間的にも成長できるでし

ょう。学問をすることを通して人間として成長してもらいたいと思っ
ています。　　　　　　          コームラ・アレクサンデル（古村　学）

● 授業の中で私が一番力を入れているの
が子どもの自然認識についてです。理科
は正しい科学的な知識を一方的に教えて
いくものではなくて、「空はなぜ青いんだ
ろう？」というような、自然事象、科学
現象に対する子どもの素朴な見方、考え
方に寄り添いながら、その素朴な概念を
より科学的な概念に変容させていくこと

を支援することが理科であることを学生
に伝えたいと考えています。　
授業では私が直接的に教えることも行

いますが、学生が主体的に考えたり教え
合ったりするということに重点を置いた
活動を取り入れています。授業を通して
理科を教えるおもしろさ、楽しさを感じ
られるようになってほしいと思っています。

●学生から

● 研究室概要

● 学生から

UUnow 第40号 2016.7.20●8

● 沖縄県に生まれ、米軍基地のある生活が当た
り前だと思ってきました。しかし、宇都宮大学
に進学したことで、基地と隣り合わせに生活を
していない人と出会い、それは当たり前ではな
いと気づかされました。今、沖縄の伊江島にあ
る米軍基地と島の人々の暮らしについて研究し
ています。古村先生からは「フィールドワーク
自体が人に迷惑をかけてしまう部分がある」と
いう話を聞きました。戦争に関わる話など聞き
づらいこともあるのですが、一方的な聞き取り
にならないよう意識しています。 国際社会学科４年　

モハメド・ジン(島袋　雄仁)

国際学部 地域社会論Ⅰ 古村ゼミ国際学部 地域社会論Ⅰ 古村ゼミ国際学部 地域社会論Ⅰ 古村ゼミ

この研究室では、フィール
ドワークを重視している。長
期休暇中には、教員も学生も、
１ヶ月程度の中期的な住み込
み調査による、現地調査を行
なう。その地に暮らす人びと
の日常生活を理解することを
通して、物事を見たいと考え
ているからである。調査地も
テーマも、各自で選ぶため、
北は北海道から南は沖縄まで、
海外ではドイツやイギリス、
テーマも農業、原発、記憶、
野生動物など多様なものとな
っている。

古村　学 准教授

国際文化学科４年　
坂東　太郎(村里　俊光)

● 教員から

学校教育教員養成課程
理科専攻２年
冨田　啓介

● 座学中心の講義を受けるだけではなく、
子どもたちが学校で経験するような実験を自
分たちも実際に体験することで、子どもたち
に分かりやすく教える方法を身につけられる
ということを実感します。志望は高校の教師
ですが、基礎となる初等理科の教育法を学ぶ
ことは大切なことだと思います。
理科以外の専攻の学生も一緒に授業を受け

るのですが、理科のどういうところが苦手な
のか、分からないのかを身近に知ることがで
きるので、実際に教師として子どもたちに教
える立場になったとき、こうした経験も活か
されると思います。

● 子どものころから理科が好きでした。新
しい発見というか、答えがわかった時の喜び
が他の教科より大きいと感じたからです。若
者の「理科離れ」が言われますが、基礎とな
る小中学校での授業のやり方を工夫すれば理
科離れを防げると思い、小中学校の教師を目
指しています。
この授業で、実験室ではなく普通の教室で
簡単な実験をすることがあるのですが、どう
いう場所でも簡単に実験ができて「小さな科
学」がわかるということを子どもたちに体験
させてあげることで、理科が好きになってく
れるのではないか、ということを感じました。

伊東　明彦 教授

出口　明子 准教授

人見　久城 教授

● 理科は「暗記科目で、日常生活と関係
のない教科」という認識が強い学生に対
し、単に知識を覚える教科ではなくて科
学的な見方、考え方とはどういうものか
を伝えることが理科の重要な目的である
ことを教えています。そのことを理解し
て、さらに学生に学びとってほしいのは
理科の楽しさです。

理科が苦手な学生は理科が楽しいと思
えるほど理科に馴染んでいないのでしょ
うね。小学校でやるような実験を実際に
やりながら小学生時代には気づかなかっ
た理科の楽しさに気づいてほしい。「実感
を伴った理解」と理科では言いますが、
内容を本当に理解し「なるほど」と思う
経験をしてほしいと思っています。

学校教育教員養成課程
理科専攻２年　
川又　吏固

■ 今回ご紹介した授業の様子が動画でもご覧いただけます。
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国際社会学科４年
周　駿(豊後　駿)

●タインマスでプールの研究中

＊本文の学生および教員の氏名は学生考案のペンネームを使用しています。（　）内が本名です。

　宇　都　宮　大　学


